
アローブ図書館 ☎（48）1808
開館時間：9：00～20：004月の休館日　17（月）

2月予約ランキング

1.	 汝、星のごとく	 凪良ゆう/講談社
2.	 審議官	 今野敏/新潮社
3.	 #真相をお話しします	 結城真一郎/新潮社
4.	 成熟スイッチ	 林真理子/講談社
5.	 三千円の使いかた	 原田ひ香/中央公論新社

ここ数年、花見や祭りなどは、中止
や縮小が相次ぎました。伝統を続けて
いくにも新しい形が求められている今、
私たちは何を忘れずにいたいのでしょ
うか。たとえどんな形でも、残し続け
たい日本の文化をもう一度考えること
ができる一冊です。

『日本の文化　本当は何がすごいのか』
　	 田中英道／著　育鵬社

図書館Ｐｉｃｋ Ｕｐ

太郎さんの本
昔話の『金太郎』『桃太郎』のほかに、歴史上の人物や作品の
タイトルなど、いろいろな太郎さんの本を集めました。
あなたのお気に入りの太郎さんを見つけてみよう。

 ▶棚番号　46	 ▶特集期間　5/14（日）まで

図書館イベント

読�み聞かせ	
4/4（火）・18（火）・19（水）・26（水）	 11：00～	
（低学年向け）4/2（日）・8（土）	 	 14：00～	
（高学年向け）毎週（土）（4/8を除く）	 14：00～
ストーリー・テリング（5歳以上）　4/8（土）	 10：30～
わらべ歌	 4/27（木）	 11：00～
紙芝居	 4/22（土）	 11：00～

今月の 
一冊

2月7日、吉田小学校で、3年生を対象に消防団員による出前講
座が開催されました。はじめに、消防団員から、消防団と消防署の
違いやポンプ車・防火服の機能などについて説明があり、児童は真
剣な表情で聞いていました。その後、３グループに分かれ、防火服
の試着、ポンプ車による放水の見学、吉田分団詰所の見学を順番に
回りました。大きな防火服を着た姿を見せ合い喜ぶ児童や、消防団
員からホースの筒先を持たせてもらい「こんなに重いんだ」と驚く児
童、放水をする消防団員の姿に憧れのまなざしを向ける児童の姿
が見られました。参加した消防団員は「子どもたちの反応が素直で、
とても楽しかった」と満足そうに話しました。
児童らが、この講座を機に消防団に興味を持ち、将来消防団員と
して地域を守る一員となって活躍する姿を期待しています。

消防団出前講座
小さな消防団員たち

吉田小学校

Vol.7
材料（4人分）

作り方
①　	薄力粉をふるいにかける。
②　	ボールに①・卵・グラニュー糖・きな粉・ベー
キングパウダーを加え、さっくり混ぜる。

③　バターを溶かす。
④　	②に豆乳・③の順に加え、均一になるまで混ぜる。
⑤　アルミカップに④を流し入れる。
⑥　	180度のオーブンで、10分程度焼く。
※	竹串を刺して、生地が付いてこなければ焼き上がり。

薄力粉	 	 40㌘
卵	 	 1/2個
グラニュー糖	 	 大さじ2と1/3
きな粉	 	 8㌘
ベーキングパウダー	 	 1.2㌘
バター	 	 16㌘
豆乳	 	 大さじ2弱

豆乳ときな粉がたっぷり入ったバターの香りがするケーキです。

豆乳ときな粉のケーキ

▼ ▼
▼ ▼

※2/2に市立保育園で提供したメニューです。

身近に自然を育てよう

今月の家庭でできるゼロカーボンアクション

環境課　☎（45）6223

植物には、大気中の二酸化炭素を吸収するという重要な働きがあります

緑のカーテンやフジバカマなどの植物を育ててみましょう

省エネ・節電に取り組もう　「緑のカーテン」

旅する蝶・アサギマダラを呼ぼう　「フジバカマ」

　市では、日当たりの良い窓をつる性の植物でカーテンのように覆うことにより、室内温度の上昇を防ぐ緑のカーテ
ンを普及することで、緑化促進を図るとともに、夏季の冷房使用量の抑制と環境意識の向上を目指しています。
　今号の24頁では、緑のカーテンの育て方を学ぶ講座の参加者を募集していますので、ぜひご参加ください。

　フジバカマはキク科の多年草で、長距離移動をする珍しい習性を持つチョウ
「アサギマダラ」を呼び寄せます。
　市では、令和元年からアサギマダラの飛来地整備として、フジバカマの株
分けなど、市民・事業者と地域交流や緑化促進を進める「アサギマダラ飛来
の拠点づくりプロジェクト」を行っています。

今月の献立
つくってみた

the MOVIE
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